
 
 

原
子
力
発
電
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
の
た
め
の
積
立
金
の
積
立
て
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 
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政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
は
、
今
後
の
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
量
、
再
処
理
施
設
の
稼
働
時
期
、
技
術
革
新
、
国
際
情
勢
等

と
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
事
業
期
間
も
長
期
に
わ
た
る
た
め
、
将
来
の
状
況
の
変
化
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
柔
軟
性

を
確
保
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
、
将
来
に
お
い
て
状
況
が
変
化
し
、
政
策
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
国

と
し
て
責
任
を
持
っ
て
、
本
法
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
検
討
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

ま
た
、
本
法
附
則
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
く
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
政
府
答
弁
や
附
帯
決
議
を
踏
ま
え
て
行
う
こ
と
。 

 

二 

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
の
将
来
に
お
け
る
幅
広
い
選
択
肢
を
確
保
す
る
観
点
、
さ
ら
に
、
既
に
発
生
し
て
い
る
研
究
炉
の

使
用
済
燃
料
や
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
使
用
済
燃
料
対
策
の
観
点
か
ら
、
使
用
済
燃
料
の
直
接
処
分
や
暫
定
保
管
を
可

能
と
す
る
た
め
の
技
術
開
発
や
必
要
な
措
置
な
ど
、
多
様
な
オ
プ
シ
ョ
ン
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
。 

 

三 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
関
し
て
、
「
利
用
目
的
の
な
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
持
た
な
い
」
と
の
原
則
を
堅
持
す

る
と
と
も
に
、
原
子
力
事
業
者
に
対
し
て
、
こ
の
原
則
を
認
識
し
た
上
で
再
処
理
を
実
施
す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。 

使
用
済
燃
料
再
処
理
機
構
が
策
定
す
る
再
処
理
等
事
業
の
実
施
中
期
計
画
を
認
可
す
る
際
に
は
、
こ
の
原
則
に
反
す
る
実

施
中
期
計
画
は
認
可
し
な
い
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
原
子
力
の
平
和
利
用
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
確
保
の
観

点
か
ら
、
原
子
力
委
員
会
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
意
見
を
十
分
に
斟
酌
し
て
認
可
の
適
否
を
判
断
す
る
こ
と
。 



 
 

 
 

な
お
、
本
法
の
対
象
と
な
ら
な
い
海
外
に
保
管
中
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
つ
い
て
、
原
子
力
事
業
者
が
発
生
者
責
任
を
果
た

せ
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

四 

再
処
理
等
事
業
が
及
ぼ
す
影
響
は
、
地
域
振
興
か
ら
国
際
安
全
保
障
に
至
る
ま
で
幅
広
い
た
め
、
そ
の
推
進
に
際
し
て
は
、

事
業
を
総
合
的
・
大
局
的
な
観
点
か
ら
評
価
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。 

 

五 

使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
能
力
の
強
化
や
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
地
の
選
定
を
巡
る
課
題
の
解
決
に
向
け
、
国

の
責
任
と
役
割
を
よ
り
一
層
明
確
に
し
な
が
ら
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
使
用
済
燃
料
の
安
全
な
貯
蔵
は
、
短
期
的
の
み
な
ら
ず
、
中
長
期
的
に
も
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
国
の
積
極
的
か

つ
責
任
あ
る
関
与
の
下
、
乾
式
貯
蔵
施
設
等
に
よ
る
中
間
貯
蔵
能
力
の
拡
大
を
進
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

六 

安
全
確
保
を
大
前
提
に
、
再
処
理
等
事
業
を
適
切
か
つ
効
率
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た

再
処
理
等
に
係
る
人
材
・
技
術
等
を
散
逸
さ
せ
る
こ
と
な
く
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

再
処
理
等
の
現
業
を
担
う
再
処
理
事
業
者
に
対
す
る
認
可
法
人
に
よ
る
管
理
・
監
督
等
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
安
全
管
理

は
も
と
よ
り
、
民
間
企
業
の
自
主
性
に
配
慮
し
活
力
発
揮
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。 

 

七 

使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
青
森
県
、
六
ヶ
所
村
な
ど
立
地
自
治
体
等
関
係
者
の
理
解
と
協
力

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
今
後
と
も
再
処
理
等
事
業
が
、
再
処
理
事
業
者
等
の
主
体
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
立

地
自
治
体
等
関
係
者
と
の
信
頼
関
係
の
下
で
、
円
滑
か
つ
連
携
し
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。 

 

八 

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
以
降
の
競
争
の
進
展
や
原
発
依
存
度
の
低
減
な
ど
新
た
な
環
境
下
に
お
い
て
も
、
原
子
力
事
業
者
が
、

必
要
な
人
材
・
技
術
を
維
持
し
な
が
ら
、
今
後
国
内
に
お
い
て
増
加
す
る
廃
炉
の
安
全
か
つ
確
実
な
実
施
や
新
規
制
基
準
へ



 
 

の
対
応
、
使
用
済
燃
料
の
処
理
、
地
球
温
暖
化
対
策
及
び
電
力
安
定
供
給
へ
の
貢
献
等
の
課
題
へ
の
適
切
な
対
処
が
可
能
と

な
る
よ
う
、
事
業
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、
更
に
検
討
を
行
い
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

特
に
、
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
附
帯
決
議
等
を
踏
ま
え
、
国
と
事
業
者
の
責
任
分
担
や
発
災
事

業
者
と
そ
の
他
の
原
子
力
事
業
者
と
の
間
の
負
担
の
在
り
方
等
を
含
め
、
速
や
か
に
検
討
を
行
い
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。 

 

九 

使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
再
処
理
等
の
適
正
な
実
施
が
図
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
、
そ
の
積

算
に
係
る
具
体
的
な
考
え
方
と
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
適
時
そ
の
検
証
を
行
う
こ
と
。 

な
お
、
原
子
力
事
業
者
に
お
け
る
事
業
環
境
の
変
化
等
の
個
別
事
情
も
十
分
踏
ま
え
て
、
納
付
方
法
の
変
更
等
に
可
能
な

限
り
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
認
可
法
人
の
事
業
計
画
書
や
業
務
方
法
書
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
の
実
施
及
び
拠
出
金

の
収
納
等
の
業
務
に
関
す
る
事
項
の
ほ
か
、
財
務
に
関
す
る
事
項
、
安
全
対
策
に
関
す
る
事
項
及
び
立
地
自
治
体
と
の
協
力

に
関
す
る
事
項
を
含
め
る
こ
と
。 

 

 
 

右
決
議
す
る
。 


